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　1．緒　　雷

繍は南浦洲の特殊鰍下に方きて瀟獅立期陸次定する1鰹・この地の桑樹は冬芽の1糠1或

熟までに要する｝il数極めて短く普通口本にて唱えらるN「早生桑の燕口に達するを待つて催青

に瀞すべし」なる灘礁るを得一9・、別噺なる準櫨を得んとして試み1磯芽腰する積算

温度の算lllを企てたり。而して當時（1929春期）著者は穆1弊濃慶を算出する際に地灘を積箪せ

ばその性質上同期に於ける戴盗によるよりも地源が恒濃的性質を有するために、寧ろ合理的な

るべしと思Mt；LEPち簾の如き♪也温灘〔をなしたるにその域績駆1こして激一淀の餉搬

SLIする能はす、罷むを得槽通の慣召1縦ひて籍積算を試みたるにeiLによつて却つて當初

のN的を達するを得たり。然るに偶々恩師、連膝博士は山下忠雄氏との協力の下に「桑樹の樹

灘動附醐測定法」松にせら’i’し糊が裾〔澱の算出の際に最初珊考しf・6と同様の見

地の下畷芽豫知の如醐創・於ては恒灘艦質鮪する地温に撫を合理的どすと附記せら

れたり。此虞に於て瀦は前記習1欄麟〔1脈際し得たる灘「桑樹磯芽随搬配力鮪
するは地温に非ずして氣盗也」を實瞼的に槍討するの必要を感じ當時積算温度算1ilの基礎を定

むる爲企て置きたる桑樹の最低爽育限界温度調4薮の實験に併行してこれを試み嚢に著者の得た

る鵬のll蹴搬書きするを得たるを以つて新に算出して得たる櫛1〔温度並に共他繊績を加

へ此虎に報告すべし。

　2，實　　瞼　1　　’
　樹液流動開始温度の測定に關する實瞼

　本實験は桑樹の獲芽に要する積算温度算出の基礎を定め且つ後禍の實瞼工工（磯芽を直接支配

するは地淵なるや、又は氣盗なるやを考究する實駿）の封照實験をなすものなり。

　　　A，　祖≒　藩覧　材　　警ト
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　供試材料としては魯桑實生を砧木とする接木二年生雌、錦桑、改良鼠返の二種並に魯桑實生

一年生蔚を供用せるも、この分は越冬中組織不充實のため殆んど枯死せるため中途より除外せ
り。

　　　B・實　験　方　法

　11月上旬、蘭記供試材聡｝を各々200本宛堀取後直ちに豫て準備せる地下室　（夏期貯桑鐙とし

て使用す）内の試験床（5・9m×1．6」n×O．4m）に1嘘M］　30em，株闇10emの距離に植付け、11月

20　E，1　LI後翌年3月駒迄は毎＋日臥以後晦五rlt・r－1に午前1嚇に於け確泓最高鎌（前

槻測時以後の）最低窒澱（同上）、地温を観測し、別に該親測時日以外の室温を随時調査し碍る

檬Lambreeh七就製自記寒暖言1’を備へ観測に費したり。猫樹液流動開始期め測定1こは遠藤1専士

の方法に準蝶し難時供試桑蒔の條の牛に於て約20Gmを切取り速かに秤量して後、蒸氣乾燥器内

に納め約1遡間の後、恒量に逮するを待ちて再び秤澱し水分率を鋭甲｛せり。この笏合一品種5箇

体を用ひ7cり。更に同様調査を圃鵬植栽の桑樹に就て行ぴ滲考とせり。

　　　實　瞼結果
　観測温度、測定水分率及び爾者の關係は第一・－Slx第二表のA，　B，並に第一岡、第二圃の如し、

第　一　表　　實験中の温度槻測表並土中水分卒
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○午後濃水す灌水量は前回同様なり

○午後灌水す灌水鼠は前回同様なり　　　’

OMar．5の土中水分傘はIL3．・12％なり

附　紀

1・室況10時は槻測騰日の午前10時の混度にして、同上最高骸低温度は前凹藏測當時より當日椴測

　時までの最高最低温度を示す。

2・試験庫地温は深さ20Cm箇所の温度にして、恒温鰭用長脚塞暖言1を當1曝挿入し聡きて親測す。

3・試瞼鴫土・1琢癖鰍試験床の二箇fJi　xりineさ15cin箇所の供試土鶴脚9・宛を励秤覇・に

　敗め秤澱し後蒸鎌軟燥1｝昌にて乾燥郡量算出すo　　　　　　　　　　　　　　　，

d，外温並に地温は熊岳城農暴試験場氣象槻測月報にょり當日午前10時の温度を示す0

5・竃内澱麟結する爲定時鋤りせ胸し竜糊ゆ撒は鯉忌舳議碗2．5・c澱高と1漕

　掴10～20Cを示したりo
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第二表のB，　桑條水分率の攣化（圃笏栽植桑樹）
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第二圃　桑葉水分黎の塑化と混度との關係（圃場にての瘍合）

3．實　　験　Ix

獲芽時に於ける温度の影響する範圓の決定に關する實鹸

　本實瞼は桑樹がその磯芽に際し氣瀧及び地温の何れに多く支配せらるるや，乃至その何れと

最も密接なる關係を有するやを知らんとして企てたるものにして、これに依り鷹用的には褒芽

作用に要する積算温度の基礎を何れに求むるが合理的なるやを知らんとせり。

　　　A．供　試　材　料

　改良鼠返援i木二年生蒔（砧木は魯桑實生）の獲育度均一なるものを選び、根部の長さユ5Gm條

長40G叫τ切蜥整理し、これを一一本宛亜鉛被製直縄ユ8em深さ21ernの鉢に植栽し器を施す。而し

て～二の鉢の藷の中央部には樫1．5Gmの孔を設げ、この部より桑苗の地上部は外部に抽出する

様工夫せり。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　　　B，試験旺の設定並に共の取扱方法　　　　　　　　・

　試験憧の設定並にその取扱ひ方法次の如し、

　　試験甑記貌　試験腿1名

　　ll｝劉・呵講欝灘轡墾賜齢鰍齪鴇灘緩た
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　　　・・購匪｛羅難離鱗擢鄭響騨欝聾8雫聯9灘

　　1；1根部高編雛琴縫簸肇蕊離灘嫌鞭醤鐸灘

；：1脚瀬灘蕪欝懸雛繍灘欝難
　　：r・　室夕圃譲簾縷あ舗線釜鱗鴇耀撚瀦灘離瞥竃勧。

　　　C．試験開始期並に絡了期

　1931年3月10日に開始す。この時期に於ては供試料を掘取りたる圃傷は地颪下10cm以下は完

全に凍結し居たるも、前摘竃験工によれば塵かに樹液流動を開始し居りたるものと認めらる。

本試験絡了は4月2日にしてこの時期に於ては圃膓に於ける桑樹は外観：ヒ何等の攣化を認めす完

全なる休眠歌態を示す。

　　　D．温度槻測結果、並に嚢芽威績

　室澁、恒温器内湘度、並に水澱の蝕日の攣化、及び供試桑i「1llの囲綻、脱苞期日次の如し。

　但し實験室内はrl・i型Center　s七〇veにて補温す。

’第三表　　實瞼中淵度槻測結果並に催芽域績
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　　12

　　13

　　1窪

　　15

　　16
　　コ7

　　18
　　19

　　20
　　21

　　22

　　23

　　24
　　塾5

　　2t5

　　27

　　28
　　2り

　　30

　　31
Apr・，1

ユO時

氣灘

18．5

　1．3

1　55
　9．3

　9．9

　13．2

1－2．6

一1．0

　2．4

1〔｝．3

　4．5

　9．5

　3。9

　2．δ

　8．5

恒温羅内温慶

…f’・　服蹴・

123．0

　25．0

　2d．o

I　25．O
l26．・

r

　25．0

　2”a　．O
l

！25．｛｝

　　1

　　］
3・”・1］

4・311

8．9

12．6

15．8
　　1

9．s）II

3。5

13・『

26．O

ca，1．0

25．｛、

29，〔，

20．0

23．O

’2A．e

25．0

25．0

23．0

23．0

25．0

25．0

23。〔1

15，0

26．（1

26，0

26．0

26．0

25．0

2生．〔｝

25．0

26．0

25．〔｝

26．5

2・1．0

23，〔｝

25，〔｝

25．0

25，0

26．0

2↓，5

24．0

23．5

25．O

盟．5

2d・O戟@25・o

24．0

27．0

26．Q

26，5

26．0

25，0

25．5

2G。5

Z7．0

26．0

29．0

25．0

26．5

25．0

27．0

26，5

27．0

25．5

25．b

26．0

25．0

26．0

25・5】

實験蜜内湘度　　　　水　　　温

AM．8

13．0

13．Q

lL．0

13．5

15．0

15．O

ユ1．0

13．5

コ6．0

1コ，，〔｝

16．0

16，5

ユ5．0

15．け

11．｛｝

12。0

13。0

15．5

13．5

13．｛｝

15．O

AM・・21　PM　5 21Las・1．8　A］～k2

15．5

ユ9．O

ユ7．5

了7．O

娼0．5

21．0

19．0

16。E

ユ9。0

20。5

20．0

16．〔｝

18．0

13．5

17．5

17．5

13．5

17．5

17．5

19．｛｝

17．5

19．0

！　18．ol

18．0

16．5

18，0

20．0

18．0

13．0

15．0

16，5

17．5

19．0

17．5

16，5

19｛〕

15．0

1δ．5

16．5

19．0

17．0

16．0

18．O

ユ6，0

20．〔｝

，3．0

3．U

3．Q

3．0

3．0

3．Q

3．0

3．0

3．0

3．0

3．0

4．0

3．5

3，5

3．5

3．5

3，5

3，5

3．5

3．5

3，5

3．5

3．5

3．5

3，5

3．5

3．5

3，5

d。5

庄．0

3．5

3，5

1｝M．5

13・ot　16・5

l
i・．・

1　3・O

i　3．0
1

2　3．51

3　4。0

　3．5
i…

13・5

13・5

「

〕　3．0
1

1　3．0

　3．O

3．0

3．5

3．5

3．5

3．5

3．5

3，0

3．0

3．5

3．5

3，5

3，5

3，5

3，5

3．5

3．5

3．5

3．5

3．5

3．5

3．5

4．0

d．5　　d．51
　　　　1

催　芽　歌　態

1

、OB臓條端の救芽は枯死
　せるが如きも健謝£と意
　はるる9芽中5芽は明に
　開綻す

10B画脱苞す01芽燕「1に
　近きものありo

OC1．c2大部分開綻すo

OAI．A2。二，三芽囲綻
　すo

OCI．C2完盃に脚苞す。

OA1．人2脆苞すQ
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2

第　　均

ゑ期軍・均

1S．6

7，4

7．4

12d．025．d　25、oI

24・32益・825、98」

　一　　　　　　　　　　，
1
1　　　　24．9
i

　　　　　　　・…2…一・・4・5一F

l　1皿理』・どL　3・iQ欝騰隻撫ん

i6．0 3．d

ど枯死す。

構・・査期納蔽・蜘・はAM轍＋跳鞠逓響璽毬母臨假蝉・・鞠
　　　　温嘆としてこれをAM．8　AM、12　PM・5各軍均器1度に翻へ四分す0

　　2・　闘綻とは鱗片伸長を開女台し、鱗片の基部緑地を現せる程度、同じく股苞とは更に聚芽蓮み葉

　　　　頭を現せる程慶とすo

4．賓　　験Ilx
穫芽時に於ける浬度の影響する範圃の決定に關する實験

　本實験は前揚實験工1絡了欝日より直ちに全く同様なる材料と方法とに依り反獲施行したるも

のにして前回と全く同様の結果を得たり。

　但し根部低温旺中D．ILは前圃の如く枯死せるも、D・1は完く枯死するには到らざりき。

猫この瘍合の牛均水温は5．7°Cを槻測せり。

　　　（實験成績は略す。窩翼版工滲照）

5．實　　験MV．
爽芽時に於ける塞i氣申漁度の影響に關する實駿

　實験∬．1工1．は設備上漁度を同一にする事を得づ㌔本實験はこの黙を補正する意味に於て施

行し元るもの也。

　　　A．供　試　材　料

　蒙古桑（假粥）Morus　alba　vay．　ta七aricaを魯桑實生石lll木に接木したる一年生Pt　e｛fを用ひ、

各一本宛を實験H．工工工．に用ひだると同檬の鉢に植栽し且つ鉢内の土壌より水燃の蒸散を防ぐ

ため豚脂と蜜蝋との等量混和物によりて圃く密封せり。

　　　B．實瞼方法
　前項に示したるが如く準備せる供試料を各々内径25Gm高さ50GmのBell－jarにて覆ぴ密

封せり。蒲して器内漁度の調節には豫め次の如き各濃度を異にする硫酸250ee宛を容量500CGの

ビーカーに盛りて、これを需内に供試料と共に納むる事とせりo本實験に用ぴたる各硫酸濃度

対に各｝試験匠別次の如しo

　　　　　　　A　　　　匠　　　　　　64，47％　　　　　　　　　　　　　］3　　　　窟萱　　　　　52，13％

　　　　　　　C匝　37．69％　　D輝　24．26％
　　　　　　　JII　厩　　　　0．0％

　以一ii：の如き硫酸を用ひたる瘍合の器内漁度はRegllaul婦こ依れば次の如し。

＼＼…遡酸％　、4．、7　52．、3　37．69　、・4．26
　灘　　度　　　＼＼

・・° @1　・3・・3　3・・1・　。・…　84・38
150　　　　　　　　　‘　　　　　　13．00　　　　　　　　33．26　　　　　　　　62．79　　　　　　　　83・96

200　　　　　　　　　　　　　　　　12．91　　　　　　　　　33．36　　　　　　　　　62．38　　　　　　　　　83．，Xl

z’　50　　　　　　　　　　　　　　　12．86　　　　　　　　33，56　　　　　　　　62，14　　　　　　　　82．99

0．0

100，00

100．00

100．00

’100．OO



8　　　　　　¶　　　　想　　練　　學　　雑　　誌　．　　　　　　　　し第五巻

　　　c．　實瞼開’4ft斯1
・932・湖2・Fl瀞」：朔始せり。鰍＊・｝購眩で屋州附・1・のも碗徽酬磯分謙

流蹴開姫るもの蹄lilせらひも外肚はf・可等の靴灘めす未だ完蘇鰍1聴膿示

せり。

　　　D．　實験rい量内温度槻測結果蛇に磯≡芽成毅～

實験中の澱は難鼎噸度を以つてせり．而し傭騨随射日光を鵬し均一の灘
を齢するために離ブ・イ・ドを鵬たる訓の窓に近く置き・鋤室幽il濫にはCe”te「

、七。v、をnJ　ute　v。継麟愈に於ては麟膿曙夜のil交差比較的大なりしため室瀧以つて

直ちに納の膿となし、又舗熱度も常に鋤られたる譲を偏たるものとは概鞭も

本繊の本來の国的よ）lxへば大過なきものとイ討・

　　　　　　　　　　　第四表　實瞼中の濫陵蝕履餅域績

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一　
＼x＿　　　　　　　　rVi111e

　　’、＼噛＼＼

D・t・　＼＼

as’larch．　23

　　　‘a　｛i

　　　25
　　　26
　　　27
　　　28
　　　29
　　　30
　　　31
．ApriL　　1

　　　　2

　　　　3

　　　　虫

　　　　5

　　　　6

　　　　7

　　　　8

　　　　9
　　　　10

半　　　均

AM，8

13。0

1‘1．0

12．O

コ6．0

12．0

16．5

16。0

13．0

1些．0

18．5

2LO
17，5

21．0

ユ6．5

1Ltl．0

16．5

ユ8，5

ユ8．5

17．0

16．1

AM．12

2L5
22，5

21．0

23．0

20，5

23．5

21．0

19．5

22．5

24．5

23．5

22．5

22．0

24，5

24．0

23．0

24．0

25．0

19．5

22．5

PM，4

22．5

23，0

23．0

24．5

23．0

22．5

21．5

20．0

21．5

2盛．0

2正．0

22．5

22，5

26．0

215
23．5

2d．0

23．5

19．0

22．7

各　　1認　　褒　　芽　　搬　　態

・．6・姻1－3卿q雪二亜嬰也里

開　　綻

脆　　苞

燕　　口

第一開葉

開　　綻

脱　　噛

燕　　口

第一開葉

聞　　綻

脱　　苞

燕　　口

第一開葉

開　　綻

llsc　窟

燕　　ロ

第一聞葉

開　　綻

晩　　噛

燕　　ロ

第一開葉

纏甑中の鰹結果に尉・ぱ謬芽の繭動潤綻溺と旗で剛る鵬舗共大瀧く・以後
の獲育伸長速度は多漁馴こ於て比較的大なるを見る．之は繰返し行ひたる他の實験に於ても同

様の結果を得たりo

　6，實　　験　v
　磯芽促進法（．x一テル法）に關する竃瞼

麟愈HI肛鮒こ後述の磯芽1殴する鱒搬の算出によつて得たる結論は從來桑樹に行は

れたる種々なる獲芽促進法（主として樗磯芽促進法）の効果に封して一種の疑念を生ぜざるを



　　　　　　　實　　験　工ll

賃験開始　　四月二目　　　　李均室滑　　16．1°C
　　　　　　　　　　　　　　　平均器温　　25。50C
撮影月日　　四月二十八日　　　　李均水温　　5、70C

　　　　　　　㌧　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

－．一 C滋麟池＿’一　　　　で
㌔． P’ビ編 ｮ　軽　　・・　！　．！

　　　　1．晦　　　　　』　『議「’

’　　”
欝

姦

夢

lt　　　　　　　　　　　　　i
攣

もま

．野

　＿　　、翻醜tt・’1－「掬＿．　　　慰、、灘睡　一

　　　　　　　｝

　　　　　　　i

　　　　　　’1
　　　　　　　ボ　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
　　　　　　　…

　　　　　　　婁　　　’
　　　　　　　馨
　　　　　　　妻

．　　　　　　　　藩

　　　　　　1，



／

爲眞版　II　　　　　　　　　　　　　　實　　　瞼　VI

x

撮

實

駒

中

ノ

温

室

内

A第

sc

「1

撮
影

状

態

實

手

撮
影

根

肌

態

實
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碍す。本蜜験は古くWJohannsenによつて行はれたる冬芽の獲芽促進法（巌密には休眠慨

醒法）中のAe七heLN法（Ae七1］erisiere：1）を桑樹1こ試みたるものにしてこの方法は既に遠藤博

士に依りても試みられたるものUl。本實瞼はAe七h　6r法によりて休眠魔醒の効果の外に獲芽促

進法の効果あるや否や及びAe七her　dampを植物の地下物（根）に虞理したる瘍合隼遡1的現

敦を考究する日的／）下に行はれたるもの也。

　　　A・蜜験材料　試験匠別並に取扱方法

　錦桑接7k－一年虫苗を實験工r・1工1．　W・に用ひたると同織の植鉢にE’　and　cul七ureしi圃灘度を

保たしめ根部Aet；hev接1蜀1藪は主根に近く（3cユn）4ヶの縄2cエn深さ鉢の底部に癌する孔を穿

ち以つてAe七her　damPの浸澗を計り次に各慨共定量のAethorを牧めたる後は植藤の蕾及び

Aeth。1’虞理後植鉢の全体を牧めたる60×25×25c欺の璽鉛恢製のな衡の外部より糊旨a蜜蝋の

等量握合物によつて完全に密封せり。而してAe七herの使用蟄は1001七に封し50G　G・（36gr）の

割合にしてその用法は小型シヤーレ《径6cエn）に脆脂綿を置き定量のAe七herを注加したる上

根部接弼鷹は杣鉢のSandと蓋との間の室隙に牧め地．昂｛1接濁慨は密封したる藍の上に置き

地上、地下庭理擁は植鉢の麗を除き直接San（tの上に牧め48峙1粥の後陥封、全部劃Jl｛ミ匪と同一と

なし淵室に移し磯芽欺況を調査した1）。各試瞼甑別姫に各kの腱理方法を略示すれば次の如し。

A．封照LE　　B．地上部露遡颪　　C．地下部塵理甑I　D。地下部塵理匹II　E．地上、地下慮理縄

　　　　　　　　　　　④…・・Aether　　　⑧…・‘・Sand　　　②……PQre

　　　B，實験開始期
　1932年2月1日、同2月15日の二回にして二回共同様の戯績を得たるも此虚には第一回の2月

1日開始の分のみ記載すべし。猫此の際の供試料は實験1によれば未だ樹液流動を開始せすと

推測せらる。

　　　G，實験中温漁度拉に磯芽戯績次表の如し。　　　　　　　　（爲眞版II滲照）

第五表　Ae七her虞理後の磯芽成績

Date．

Fe！〕．　1

”　　　2

’　　　3

ク　　　d

AM．　8

Temp・

ユ0．5

3．5

3．5

IIUm．

67

56

58

AM，12
。e。，，IH＿

17．0

15．0

11．0

50

47

51

PM、5 搬芽號態（芽長は畿育最良芽に就て測電す）

A
Tcmp　Hum・－ E1・・

、5．。15」

　：1　i

13．O　　dg
　　　　i

晋131瑞

13　　　　C 1）　　　　E

エlII工障Il　Xi　Ib・
mml　IUm　mm
5．0 5．05．U

誉1跨｝君1細1彗’J69∵3
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『　　　5

”　　　6

ク　　　7

’　　　8

伊　　　9

”　　10

ク　　11

”　　12

”　　13

’　　14

”　　15

ク　　16

’　　17

ク　　18

ク　　コ9

”　　　20

ク　　2エ

ク　　22

ク　　23

”　　2d

ク　　　25

”　　26

「　　　27

ク　　28

’　　　29

Mar．　1

”　　　2

3．5　　501

4．0　　　511
　　　　　
4．5　　591

0．5　　37

d．5　　59，

6，0　　61

8．5

13．0

10，5

10。0

8．0

4．5

d．5

2，5

8．5

9．0

10．0

5．5

11．0

11．0

12．0

10．5

12．5

12．0

11．0

15．0

15．5

65

75

67

66

64

66

66

63

71

72

55

68

67

62

68

67

69

80

7d

70

71

8．5

7．5

8．5

8．5

13．5

23．｛1

23，5

13．5

20．5

23．0

17．0

コ3，0

15，5

17．0

9．5

17．5

15，0

16．5

21．0

ヱ6．0

21．5

21．0

22．0

26．0

2di．5

29．5

29。0

53

51

53

5s

59

56

49

70

8蛮

67

83

69

6ユ

83

93

78

71

72

66

伽

59

75

go

82

6」

5d

d8

10．0

8．0

6．5

17．〔1

18．0

16，5

20．5

圏　9．5

21．5

24．0

18，5

7．5

9．5

16．0

5．5

15．0

コ3，5

10、5

15．〔1

11．0

15．5

16．5

20．5

4D

d6

49

63

55

72

66

85

62

60．

68

70

72

67

83

66

75

’　　79

2些、0

20．0

21．5

20．O

l　i

60

67

66

63

66

60

61

62

74

開綻

8．0

9。0

10．0

凱

第一
開葉

37．〔｝

開綻

8，0

9．O

ll　．〔〕

凱

第一
開葉

36，0

開綻

8．0

9。o

t‘a　．O

17．0

燕口

第一
開葉
32．O

開綻

8．0

9．0

11．⑪

15、O

燕口

第一

3生．e

開綻

6．5

亨．o

響管、。．o

6．0

開葉ぎ6．o
乖培口

12．0

燕口

20．0

開綻

7．o

9．o

ユ5，0

燕口

㈱綻

6。0

7．0

⊥2．0

燕口

開維

6，5

8．0

16．0

燕口

籠藁

開縫

5．2

6．5

15．0

燕口

第一
開葉
30．0

7。積算温度算出による襲芽豫知労法

積算温度（Therma1　C・nsta・t）なる概念は古く種々なる動植物によりて得られたるものな

れど、例へば洞一樹綱一作物に於ても環境の異るに從ひ、常に同一の“tliを現はすものに非ざ

る事は諸家の研究の一致ずる所1こして既に早1』・eb，　H・L・・P・ice・　［B・E・Li・i・9・七゜n贈；の

指摘せるが如く、Van七EI　o　t’f’，　Arrheniusの法則によりて示さるx化畢反慮に於けるが如く獲

育限界内に於ける生長速度の墾化が温度の墾化と常に併行して行はるSものに非ざる事、34－一一

謙して澱の影響は供のC叫Gi七yによらす、　ln七e・sit，y　ecよる」なる鵬に駒燗な

る虞なれども以上を念頭に置くも鷺用的意昧に於ては猫こ才しを計算利用し得る分野を蒋すべし。

以下は193昨糊より1931年欄髪でに欝たる結果｝でして一離れによりて謝畷験II・Hエ

の結論を裏書するものと信ぜらる製なり。

　　　A，積算盗度算出の基礎

　積算温度の算出ヒ第一に必要なる桑樹獲育の最低隈界滑度に封しては最近遠藤。山下爾氏の

地温（0．3M）5。C附近に於て樹液流動を開始すと記載せられたる域績あれども署者は前掲實験

1．H，1［1．の成績の示す腱に從ひて，この最低磯育限界温度（Critieal　Low　Tempera七ure　of

Grow七h）を4。Cと矩め又計算の初iヨを斯かる瘍合多くの著者は1月11：iとし・南浦洲に於ては



第一號〕　　　桑樹の慢苫1£に調する瀧度の影癬に就て　附畿芽期Fl豫タ｛1法詑に畿拶促遙法　　　　　　陪

敢近大塚、戸澤爾氏は『杏の催芽、開花、成黙と温度との關係』に於て2月1日を以つてせるも

著者は此薩にもn己の成績を基礎とし、毎日の拳均氣温を以つて便宜5日宛の移動雫均法を行

ぴ、斯くて40°Cを越へたる時の初日を以つて起算の日と定めだり（但し實用的には桑樹の瘍合

icも零度以上を積算するも経験上大過なし。）

　　　B。　濃　芽　調　望長

　著者等は桑樹の嚢芽訓査に當りては專ら訳の標醐こ依りなしつSあり。

　開綻　鱗片仲長を開始し1舞片の基部に線色を表す。

　脱芭　葉頭を出すa

第一卿糠第一葉の葉柄を明に認むる程鹿ヒ記の標準によりて過去誠ケ年の調査結果を示

せぱ次の如し。

第六表のA　 開綻月日　　　　　　　　　．
＿　　　　　！eEf！mae1E11tagepmgmaE1ve　　　　　　　　　　＿H

1926

工927

1D28

1929

1930

｛山・隅助陣赤木i市副多ず弱早生

3　V
l　V
2　V
ll　V

3　V

4　V
l　V

l　V
ll　V

4　V

301V
271V
l　V
7　v
281V

301V
28工V

2　V
8　V
301V

島の内庵桑

4　V
301V
2　V
ll　V

3　V

層1　V

281V
l　V

g　V
281V

魯獺生／金州野桑

1　V
271V
l　V

s　V
25工V

26工V
251V

欠調
30工V
231V

第六表の］3　晩苞月日

1926

1927

1928

1929

1930

レ1魑刎罐赫睡・F・1多羅［肋醐桑晦則金！墜

5　V
4　V
4　V

1生　V

7　V

6　V
d　V

4　V
14　V
・6　V

2　V’

301V
3　V
10　V

2　v

2　V
l　V
3　V
10　V

d　v

6　V
3　V
6　V
l4　V

6　V

3　v
301V
4　V
12　V

4　v

3　V
29，IV

2　V
8　v
301V

30工V
271V

欠調
d　V
281V

第六表のG　　第一葉開葉月日

1山幅助1伊麟1市軍
　　　　　　　　1

・926　gvいV
1927　 9vlgV
1928　 9V　gV1929　19V　19　V
1930　ユ2V　10　V

6　V
2　V

7　V
15　V

7　V

多解卸紳内陣桑陣蹴

6　V
3　V

7　V
16　V

8　V

10　V

6　V
10　V

lV　V

ll　V

8　V
3　V
lo　V

16　V

8　V

7　v
2　V
7　V
13　v

5　V

金州野桑

3　V
301V
欠　訓

11　V

3　V

　　C．　氣薮観測結果
使用せし氣象槻測表は當熊岳鵬墨衷試験膓i氣架槻君lll係吉武嘉三氏の槻測せるものにしてdれ

より前掲Ar積堀孟1麟出暢巽劇髄べたる庭によ晦日10時の氣温より4・ocCを挑除1表

匙示す事とせり。
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　　　　　　　　　　　多移．ヒ表　　 i氣　敦　控見　・MIJ　翌モ…　（歪証010，IJ，S…στ）舞て淫旨Lより4．0°Cを手室…ll余づ隔）

…6

P・・）・7トS）2sF9‘aDI・…

”E摺mu8MT＃V1，・閣Pt’”Wt．口脚ロ艦燕鑓豊r．‘rR犀，藷ぎ！F躍摺　 工， @．3E．tr闇1　m・隔．馳皿・鳳rπ騨職一疵‘S－t1国ttt■’P　＃Pt－WTt幽．veV「　｝一

1㌔larch　5

　　　　（1

　　　　7

　　　　8

　　　　9

　　　　10

　　　　1工

　　　　12

　　　　13

　　　　14

　　　　ユ5

　　　　ユ6

　　　　17

　　　　18

　　　　1［）

　　　　20

　　　　21

　　　　22

　　　　23

　　　　24

　　　25

　　　26

　　　27

　　　28

　　　2i）

　　　30

　　　31

I

　　x

1．5

0．3

（、．1

0．9

3．2

8。6

1．1

0．コ．

O．3

0．5

3．1

　－

5．1

10．2

4．6

5．5

1ヨ．〔1

　x
O．6

0，7

2，4

3、7

9．8

3．0

5．6

2．6

　×

ユ．0

1．4

庄．9

7．0

4，’1

0．0

3．d

2．6

　　×

0．5

　2．2

　1．9

　5．4
13．，

0．7

5．8

10，2

7．7

0．7

1．9

4．7

2．6　9．0

6．9　－

7．62．3

9．14．1

9．5　一

　　x

O，1

2，5

5．3

0。3

　－！

1：1

72

1：：1

齢

1：1

19：9i

、TIII

l：1

、ヨ

　　　1

Ap1’il　1

　　　　　2

　　　　　3

　　　　d

　　　　5

　　　　61

　7

　8

　9

10

11，

12

13

ユ4

15

16

17．

18

z9

20

21

22

23

2些

25

26

27

トx）26i

　　　1927
1　［

5．0

1．〔｝

強．1

4。9

5ピ5

12．7

12．4

12，0

di．3

d．2

5．3

8．6

10．｛〕

11．呂

15．2

12。5

5．9

12．d

15．d，

2．5

6．4

13。4

2．7

4．3
G。81

8．8

8．5
　　　L

些．7

0。0

2．4

6．5

2，4

8．8

5．0

6．1

7．9

ll：1

　7．51
11．2

ユ1：1

握
1：1

、1：l

ll：19

11：1

】5．2

1928Ll，2gl1930

　　　！1

6．9

0．1

5．9

12．5

13．4

11．8

11．2

8．6

9証

12．9

8．6

10．0

12渇

13。5

11．3

19．0

15．8

5，7

7，9

10．2

8．1

7．1

10．S

18．0

15．2

10。6

5，3

7、7

1．5

艮，2

1L3
4。8

6。3

5．3

5，1

10．9

1．3

10．6・

14，〔〕

9。5

ユo．8

8．6

8。i

7．7

6。i，

9。6

415

7．9

6．4

12．0

l

l13．8

18、0

19．2

12．〔｝

4．5

12．4

工2．7

　9．1

7．7

　5．6

12．6

2．7

6．7

6．5

9．2

11。4

0．ユ

1．5

9．2

12．5

7．4

3．5

6，1

9．3

正1、tS

lo，8

ld・・
堰E…1…8

Apri128

　　　　29

　　　　討o

May　1
　　　　　2

　　　　　3

　　　　　4

　　　　　5

　　　　　e

　　　　　7

　　　　　8

　　　　　9

　　　　ユ0

　　　　ユ1

　　　　12

　　　　ユ3

　　　　1d

　　　　15

　　　　16

　　　　17

　　　　18

　　　　ユ9

」・・）・6／一坤・馳・｝

16。〔，

t8．2

17．7

t3．7

14．0

12．2

18．O

kg．4

16．1

23．6

120．8

　8．4．．

｛3’8 P1征’6

1
　　　　9．4

13．6丘2．5

正2．310．（，

16．316．4

10．812．4
　　　1

　　　17，d7，4
8．8117．・a

lL6117．8

7、8

正2弓1

1．0．9

8。d

10．5

或。6

10．9

10．2

8．ユ

⊥4．4

’工0．1

12．1

12．5

16，3

12．o

i5．3

14．8

13．6

t7．2

18．6

2L9
21．4

1930

10．2

10．6

17　，　ik

19．2

14。0

1L4
18．6

9．8

13．6

19，4

13．0

13，6

8．0

9．8

12．0

18．6

11．2

11．8

15．9

20．4

1d．2

10．2

i2．0

16．6

1S，2

　　　　備考　×印は5日毎の移動羅均の4．OOCに蓬したる時の初EIを示すo

　　　　　　　　一印はa．OOCに差麓せざるを示ナo

　　　　　D．積　9／t’iC　濃　度

前掲第四麹）A・Bα．及囎ヨ餓よ噸口A（艦囎麟1ゆ基礎）、に於嘩べた訓りiに

準慷して積鱗〔盗度を算出せる結果を表示すれば次の如し。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　第八表のA　　開綻までに要する積算淵度

”　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　sntv　廓　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．「鵬　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 一　　　　　　 ：．：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　WW

1926

ユ927

1928

コ．929

1930

lllliP高助
1

367．7

333．8

症11．6

些13．3

408．2

伊撞赤木1市　　塁i多胡早Sk

379．9

333．S

399．2

虹3，3

41；，．4

322」3　　　　　　　322●3

277．U　　　　　　　2i）1｝‘3

3i）9辱2　　　　　　　盈11　脅‘；

3（5詔・3　　　　　　　372　 4

3・1（S。2　　　　　3｛三7．8

鮮5　の　 1ヲ臼　　 茎雪・　　　桑1

379．9　　　　　3dO．O

i麺．7、5　　　　291賜6

d「L1．（S　　　　　　399・2

413．3　　　　38∈1．5

庄03，2　　　　　　 346．2

蓼卜1桑ヱ1亡生

340．0

277．0

399．2

339．8

305．8

金d・1・1旦1予桑

265．8

234．t亀

欠調
295．2

21ナ2．5



Pt－em〕　欄の劉欄ナる巌の膨軸蹴て附麟脚勲！法並畷芽髄法　　　お

第八表のB　脆苞までに要する積算湘度

1川働擁測…副劉隔肋酌・桑1魯桑姻金構
1926

1927

1928

1929

1930

391．9

360，8

磁6．2

d55。d

d67。5

412．3

360，8

蛆6．2

455，症

磁7．“L

353，7

317．5

429。0

397．0

389．6

353．7

333．8

些29，0

397。O

d19．d

412．3

352。0

些75．4

155．4

447。1

367．7

317。5

猛6，2

d25．3

tl19。4

367，7

305．2

411．6

372，4

367．8

322．3

277．0

欠訓
329．6

3或6．2

第八表のC　　第一葉開葉までに要する積算濫1度
陣r一可聯鷺　　　　　　　　　＿　　　　　　　：M＝4　　　　一　笛麗　　　　　　　　　路漫　　　　　　　　　　　　　一一一「　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　H’H

樋訓罐測前i　・psl多騨生1肋内陣桑陣購降・・懸

1926

1927

1928

1」29

工930

桑72．8

429．8

517．4．

5些8．1

538。7

472．8

429．8

517d

5A8．1

503．9

d12．3

344．6

49d．O

d69．0

467．5

盛12．3

352。0

4Dd．0

486．2

481。7

472。8

382．6

536．8

5d8，1

5ZO．5

452，0

352．0

536。8

486，2

些81．7

428．4

34d，6

49壬．O

蝸O．6

431．2

367，7

305．2

欠調
虹3．3

408．2

　上記により品種を異にするに從ひて大差あるのみならす年度によりても可成の差を認むべ

し．EIJち常に最大の灘二骸を示したる山輔肱島の内砒しSrY；bll　iyT・桑は雌まで腰せし

餌膿蹴いてみると約・／、に過轡・揃・脈焔蝦蹴きては同じく随まで腰せし
灘〔搬に於てゴ献腰したる・9・・B・年砒し最・」・bCて卿し1927年は約77％　ec　maぎ帥き・次

に鋼二搬鞘の齢に地淵τ職する時は鍵の酉已　幅雄して一定の傾随得る事能はざ

るは既に本丈の胃頭に記したる如くなるが今其の結果を表示すれば次の如し。

第九表　　地漉鮭氣盗による積算漉度（零度以上積螺う

マへし，　ロ

話海＼

種ぱ

ll川5高助

伊・達功蓄水

市　　耶

多胡堅生

島の内
魯　　桑

魯桑實生

金州野桑

ま也　　董融　　殺量　　卸　　（0．3m）

1926

3生LO

355，7

297。9

297．9

355．7

312。1

312．1

25盛。2

1927

29些．d

29庄．4

2B益．8

250、1

279，7

250．1

23虫．8

203、7

1928　　　　　　1929

35d．，1

3生0．0

3dO。0

354．1

35d．1

3生0．0

3畳0．0

峡調

371．0

371．0

318。3

33t．3

3’7L．0

3些3．9

295．9

238．6

氣　　　温　　　積　　　鋒

1926

5963
612．8

539．2

539．2

612．8

560．9

560．9

iA66　．7

1927

536．6

536．6

463．8

盛82。di

5L6．3

482．生

463．8

d23．2

1928

605．2

588．8

588，8

605．2

605．2

588。8

5S8．8

鹸調

1929

678．5

678．5

611，4

625．5

G’7δ，5

Udl．7

589．8

516．3

帥ち上表より数1直の順位を定むれば次表の如く明かに氣1鵬1｛算の方合理的なるを察知し得ぺ

しo
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＼塑蹴
品＼市＼

　緬　・度

　　名

山中高助

伊雛赤木

ili　　辮

多胡早生

Ebの内
魯　　桑

魯桑實生

金州野桑

地　　温　　積　　算　　（o・31n）

1926

III

I【

III

III

III

II［

II

III

、9、71、、281、9、9

　　　1　　　1

IV

IV

IV

IV

IV
IV

IV
X．V

1工

IH
　I

　I
II

lI

　I

歓調

　I

　I

工I

　　　l
II　　l

　I

　I

III」
エ　1

氣　　　　濃　　　　積　　　　算

　　　　111926 uユ927

III

工I

II正

III

Ix

III

III

I工1

E，磯芽豫知方法o蛇に積塊涯度と氣淵上昇との關係

IV

IV

IV

IV
IV

IV

Iv

Iv

1928

　II
III

　II

　II
III

　II

　II

敏調

1929

I

I

I

I

I

I

I

I

　氣温にょり積算淵度を螺μ1する鵬合、品種年度によりて大繋ある勲よ前項記桟の如くにして

叉斯かる叢の生する原因に就いては本章の冑頭に述べたる塵によりて明なる事とす。夢（に積算

温度によりて磯芽期を豫測する際に滲考とすべきは最近大塚・戸澤の爾氏が杏の催封三、開花．

成黙に要する積算濫慶は冬期問ρ負温の積算温度と正比例すと蓮べられたる寮なれども警者の

威績範團に於ては必歩しもこの關係明ならす邸ち次の如し。

Ii・9261・9271・9281・92gi・93・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一・521．1

慶苞舗｝翻積算温　・・7・9　36・・8　4・6・2　dsth・7　46・・5

　斯くてi晋膏の獲芽豫知方法として探用したる方法は次の如く、EPち今前揚表より句別積算濃

度を鱗〔出すれば第十表の如し。

獅、綴鱗澱i－、。、．。一・98．3－、，6．、一、7、．，1

第一〇表　　句別横算盗度より見たる氣温上昇状態

、前δ一誕哩」・9・61…71・928巨謝」・9・o　1鞠

1｛arch　　　11－20

”　　　　21－31

April　　　1－10

「　　　　11－20

’　　　　21－30

May　　　　　1－10

ク　　　　11－－20

ユ3，3

41．6

66．1

99，6

98．9

158．9

28．正

d3．8

99。8

1d5，5

126．3

14．3

45．8

92．7

114，2

115，8

15並．0

1盛．夷

di6．，k

61，5

81．5

tJ　1．4

101，8

174．6

33．5

46．4

67．2

108、4

109．5

136．1

15．1

40．2

66．2

100、7

ユ12．2

135．4

　即ち積算溜度例年に比し妙少なりし1926．1927年の爾年中1927年に於ては4月上旬までの鼠

温上昇速慶極めて逞く以后の」二昇速度極めて大なりしを見、1926年に於ては4月下旬までの氣

漁1二昇度低く以後の上昇度急激に大なりしをみる。　これによりて積算温度大小に關しては春期

の氣濃上昇状態が最も大なる相蘭的關係を有し「氣温上昇急激なる時は緩漫なる時に比し著し

く砂なき積算温度にて足る」事を知り得べし。3く磯芽豫知方法として結論すべく調査年度少し

く不足するものあるやに思はるれども暫定的に断すれば肖宣禍第八表のA拉に舞九表により「自別

積算温度を計算し100°C　eJ　li　ecの濫度を得たる時は次旬の絡りに於て早空桑（市翌F、多胡早生）
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の開綻を見る」事となり、前述著者の積垢1：温度算mの際に於けるCri七ica1田eユnpera七ure　of

Grow七11の4、O°Gの控除を入るる時は．「1旬のgs均温度14°O前後となり潅る時は次旬の絡りに

於て早生桑（市2F、多胡早生）の開綻を見る」喜となるぺし。

　8．考　　　察

　本報告の中心問題をなす腱の桑樹の獲芽時に於ける温度因子の影響が主として樹体のf耐～の

箇所に作用するものなりや？　の間題は從來具休的に考究せられたる事なく桑樹以外の植物に

於ても春期樹体の生活作用が那邊に囲始せらるSかに醗きては現今必すしも梵訟なきが如く一

般に地ヒ部獲育に先立ちて先す地下部の仲長開始せらるsが事實なるが如きも（且S・Goff］（葺・

H．Harris）この際に於ける地下部Z）獲育伸長（活動）が直ちに地上部の畿育作用に關聯し直

接、且つ能働的に護芽作用を促進するものとは漸定し難し。著者は寧ろ竃瞼工工・∬工・蛇に前禍

硬芽に要したる積算温度の算出の結果に基ぎ　「地下部（根）はそれ自身の活動可能限界内に於

ては必すしも地上部（董、條部）とは聯絡なく猫立して活動を開始、繊絨するものにして、こ

の傷合この地下部の活動が積極且つ能働白勺に地ヒ部の活動（磯芽）を促進する作用はなく、從

って一般に磯芽作用に直接支配關係あるは地温に非すして地上部の接燭する湘度帥ち氣温なりJ

と思考す。斯くて署齎の上述D結論は前認且S・Go瑞（｝・H・Haz’ris等の反設には非づ㌔同

時にまた上記の如き結論が不當に非ざるは實駿口工に於てC・IC・∬匿（根部高溜匠）が」辱

に地」二部の磯芽作用を促蓮せす寧ろ主根の中央部より不定芽を磯育せしめfeるに見ても明なる

事とす。これに關しては直接に獲芽生坦鼎」題を霊及ひたるものには非ざるも」・Oskampの孝果

の初苗に就いて行へる「地盗の差異によりて獲育程度に難異を來さざりし」との實験報告あり。

叉これに反してW，A．　Canuon，　J，　Lindley等は「地盗の高低は植物全休の獲育に極めて重

要なる役割を演するもの」なる事を主張せり。次に直接獲芽生理に關係あるものとしては近時

LilaG其他によりて專ら植物の伽［民畳醒の研究をなしつsある．F・E・Dennyの報告あり。

Ullち氏はllilacの個々の冬球につき伽i民蝿醒剤の作朋を研究し「冬期落葉休．民する植物にあり

ても休眠作用を醤むはち芽（Win七er－bucl）のみにして根（Root）樹皮（Bayk）蓮搬組織（COu－

duc七ive七issues）等は休眠する事なく然し乍らこれらの部分は、（Roo七，　Bark・Conclue七ive

七issues）休眠作用なき結果、各芽の磯育開始と共に直ちにこれに養液の供給をなし得るもの」

なる事．從つて「春期植物の獲育機能の再開くMhe　PxeSUMP七io1｝of　GrOwth）の現敦は先づ

参芽に於て認めらるべきもの也」と唱へ、この鮎前掲著者の得たる結論と一致するもの也。又

0．F．・Cur七is，　H』．　Ch・1・9爾氏ばC・1・ryを用ぴ粥牡類似の實験を行ぴ，且つW・W・

G躍11er，　H，　A．　Allard爾灰虹にKlユ〇七七等の植物の開花に際し光の影響を受くる部位は極めて　’

局限せられ例へばCosmos等に於ては先端僅かに数Mullなりとの域績を引用しCeleryの冬

期保護に際してはCl’owuのみを低温に接燭せぱ他の淺りの部分全部を高温に保護するも猴植

物全休を低温に保護せると同様に花梗の抽出を見％るに拘はらす反封にGrownのみを高温に

保護せる揚合は他の淺りの部分全部を低温に保護するも花梗の抽出を見一凱　温度の影響を受く

る感感部位は明に局所的なるを稻へられたり。更に艘芽時1に於ける濃慶の影響が専ら地上部の

それによつて支配せらるべきの讃左は次に示す砧木の糧類を異にする同一桑1吊種の磯芽期が常

に同一一なる事にして若し幾分なりとも地下部の活動1灰態に支酉已さる～腱ありとせば何等かの型

式に於てその影響せられたる慮の結果を獲現すべきは論を待たす。囚に爾砧木品種の磯芽日の

差は年度によりて異れども2日乃至5日とすQ（焚芽豫知法の項滲照）
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　　　　　　　が　　　ゑt－　　サヨゆ　にロ　　が　m　　
、1、一…．竺度　　・927　　　・・928
　　　、、　　　　　　　　　　　＼7、

砧　＼琴日　，．、，
　　木別＼＼開綻 ｝砧　苞　第一開葉　開　綻　脱　苞　第一β縢

魯桑實生弼ii木赤木11・蓬　6V　8V　・3　V　6V　8V　l1　V
金州野桑砧木赤綱　 6V　・V　・3　V　5V　8V　l1　V
同様の雌溜淋を異にしたる・繰嘱合にも認めら醐ち・vン・功ズ・（Malus

b。GGat。，　B。，k1珈，e・・，…i．皿anclsh・vie．1，　S・hneid・r）・マルバカイドウ（M・P・uniforia，

［B。曲．）ミツ・・カイF　T；’r（M．［1］・ri　ll　g’・，　S・ib・）沙果（M・P…il・・Mill・）等を砧木とした群

羅琳（」。…than）の・927鞭の翻・脚は全糊17日1928鞭の鮒期1ヨ醗〒醐61ヨ

にして何れにしても桑樹の瘍合と同檬砧木を異にするも：獲芽期に影響なし。而してマンシユ

＿ズミの磯芽期日は年粛3月下旬にして一般寧果よりも遙かに早く1931年のそれは3月31日と

す。（熊倭城墨事試験瘍戸澤儀一一郎氏訓査に：蝶る）

最働磯辮tc於ける馳琶因艸膿1畝ぐべき重螂封係ありと思はる蝋中徽の多少は

儲の實鞭1納にては灘大ならす。EPち實騨v醜る繊初の糎脚撤で酪麟雌
なく、聞葉以後の伸長度は多漁涯に於て多少促進せらるsが如けれども斯は嚴醗なる意味にお

ける獲芽作用の問題中に包含せしむるは困難なりと思湾せらる。次に實験1に現れたる桑樹の最

低獲育限界湘度はさきに遠藤、山下爾氏の得たる慮よ！も遜かに低く且つ一般に考へらる．Lよ

りも又遙かに低かりしは勿論品種的韮異を考慮に入るSも注閏すべき事にして著春は實験床に

於て得たる結果と野外に於て得たる結果との一致によりて今後曹くこの盗度に糠らんとす。

嬢鞭進灘關する問題斑疑駆工J工工L陳秘盟麟出の結果の指示に從蟷鰯櫛寸
膿すべき問魎なるも麟VにrllひたるW．」・hlc・u1・・nのA・七h・・法は1砥のChl°「°f°”311

法H．M・1i・Gkの温浴法（Wavm　bath－me七ll・d）F・E・D・m・yのB七hylell　gas共樋々な

る化劉騙の瓦揃醗法、F．　Web・rの薬灘謝法岡糠之氏のAlc・h・1酬ξ欝とり々畷

密な臆蜘。於け膿芽髄潔ジけして榊幌醒法乃至休ll糊短縮瀧る以上そのま峻瞼
工1，工工工の結論に聯繋せしむるは困難なれども勘なくともtれ等の方法を地下部に作翔せしめ

たる結懸幽勺に櫛べきは1象め翻1し得る劇・して蹴v棚1・これ醸書せり・特｝嗣實

験に於て地下部Ae七her虞理匠の護根状態に不良なりしは（爲眞1工滲照）注同を要し只地」：b

地下慮ゆE圃こ於て雌ナ照眩地上麟匝と殆んど1司檬の麟を示したるは麟蝿の糊1」

なる影響なるや（使用Ae七herが氣中｝こ多く横散せる結巣地下部に封する刺戟作用勘少なりし

に非すやと思考し得）。幟轍置聾！綱滲照）叉は糊」なる生蝦撚るやは舗の麟鞭置椚

にては不明に鵬す。

備考鶴促進を日的としてJHsる種磁る化鮒騙の瑚縢法噸質ヒ休；醗醗を主作
用とする故に實験施行の時期によつて生する差異は甚だ大なるものtZZして一般に膳蒸藥品の有

効作用を欝すは樹液流動開タ台前即ち休眠期中のもの1こして。以後のものは却つて有轡作用を倶

ふものとす。（遠藤博士論丈共他滲照）

　猫叉獲芽促進法としては從來晩霜被霧後の善後虞置として種々なる刺戟剤（硫酸鐡、硫酸マ

ンガン、醐砂共他）速効性肥料（硫安、智利硝石、人糞尿典他）を施したる成綾あり。蕾く

東京獄業講脅所に於て得たる威績に依れば儲酸アムモPア、麹利硝石の各軍用1臓は共の効最も

大なりしとあ’㍍ども近時…片寄政之助氏の報する所によれば速効性肥料、刺［｛曳齊凹共に褒≡芽促進齊唾

としての効なしと云へり。これを要するに前描著者の得たる結甜言に照合するも種々なる刺蛾剛
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叉は遽効性肥料を獲芽偲進を国的として用ゆる瘍合の効某は甚だ陰性的乃至は溝極的なるもの

’と考へられ、只再磯芽促進法として遠動性肥料を用ひたる傷合に効果を現はし7eるやに意るS

結果を示すは該被筈桑樹が著しく養液を消耗し謎し再磯芽機能の叢動を抑制せられ居りたるも

のが速効性肥料の施興によりて辛じて磯芽仲長を開始したるものにして彼の早魅時に於ける灌

水にも比すべきものにして、積極的に獲芽作胴そのものS促進効果を現しSeるものに非古と思

漕せざるを得す。次に磯芽期日の豫llip　iJ法に關しては著者の擦闘にもよれども、從來具体的に

研究せられたるを見す。最近早水逸雲氏の公表せられたる「桑の獲芽期口の豫想並に凍審豫知

の一考察」なる一支はこの問題を扱ぴて報ぜられTeる貴重なる論薪なれども、凍害豫知の重要

問題を寓鐸れ、箪に飼育準備を日的とする磯芽豫知の親鮎よりすれば不幸氏の方法は肖實魯桑赤

t’t魯桑の各燕口磯芽期日4月4日、4月8口の豫想期日の郷定に際し3月2日より岡31日櫨に3月ユ2

日よ1）同31日までの李均鼠浬を使用し居るより見て豫想期間硝短かく、必すしも大いに有効な

るものに非づ㌔勿論磯芽豫知の方法たるや地理的に地方的に必すしも一率に論噺すべきに非ざ

れども少くとも南満洲に於ては著者の方法によれば開綻前（燕口に非す）1Q日に大休の日次を

豫知し得るを以つて掃立準備、共他に封しては萬遣漏なきを期し得べし。

9，結　　　論

　　　1．桑樹の後芽作用を直接支配するは地上部に接濁する温度（氣温）にして地下部の接鯛する

　　　　温度（地溜Dは直接には關輿せナ。

　　　2．桑樹昂腫中錦桑改良鼠返等は大休4，00C以上の日女亭均氣盗を迎｝．る時は樹液流動を開始

　　　　す。

　　　3，この際に於ける大氣中の漁度の高低は殆んど影響なし。

　　　4．地下部の接1蜀する温度は（地温）0，0°C以上なればCEII　．解氷黙以上）Critieal　low　Tem－

　　　　perature　of　Grow七hに近きi氣温に於ける地．ヒ部の筋動を妨げす。

　　　5．地下部（根）はそれ自身の活動可能限界内に於ては必すしも地上部（董條部）とは聯絡な

　　　　く猫立して活動を開始叉嚇鞭するものと思はる。但し長期に瓦りては地上郡の活動に制約

　　　　せらる事勿論なり。

　　　6．以．hの理山によりて休眠蝿醒後の獲芽作用に封しては種々なる刺戟醐、速効性肥料等を土

　　　　中に施與するも、促進効果なきものと意はる。

　　　7．猫、既に休眠期の最末期に於けるものに樹してはJohannsenのAe施ey法等によりて磯

．　　　芽を促蓮する事を得す。NAe七herを地下部に虞理、作用せしむるも勿論磯芽促進的効果な

　　　　し。

　　　8，一般に橋動期に入りたるものに謝してはAe七her　damPは悪作用を與ふるものと考へら

　　　　る。

　　　9・既に焚芽時に於いて専ら氣温の高低によつて支配せらる玉以上、桑樹の磯芽作用に關聯し

　　　　て濫度を扱ふ塩合凶1ち積算盗度の算出等の瘍合に於ては地温によらす氣温によるを合理的と

　　　　す。

　　　10，桑樹の獲芽蒔に要する積算温度は春期の氣温上昇1伏態に最も多く左右せられ、その急激な

　　　　る霧合は緩慢なる蠣合に比して著しく遮減す。

　　　11，磯芽に要する積算温度と冬期闇の負積算温度との聞の相關々係は桑樹の瘍合には明かな

　　　　らす。

　　　12．・南満洲熊岳城附近に於ては1旬の亭均氣温14°C前後となり　7Zる時の次旬の絡りに於て早生

　　　　桑（市亭，多胡早生等）は囲綻す。
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Infiuence of Temperature on the Buddings 

of Mulberry Trees

By Shohgoroh IKEDA

（Rec｛eved　］y［ay　2，　1932・）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

　Ihave　inclined　to　think　that‘‘air　temperature　is　the　only　determining

factor　to　the　budding　of皿ulberry　tree　in　the　early　time”，　when　I　calculated

the“thermal　constants”whjch　was　required　from　early　spring　to　budding．

Ifound　that　there　are　a　great　disagreement　in　the　report　by　Dr．　Y．　Yendoh

and　Mr．　T．　Yamashita．　They　reported　that　the　measurin皇、of　soil　temperature

is　the　rnost　fitted　method　to　know　the　commencement　of　transpirat｛on　stream，

causing　its　less　fiuctuations　in’　days．　Aud　so，　I　attempted　the　followjng　two

experiments　regatding　to　this　problem　and　computations，of‘‘therrnal　con－

stqri七♂　which　was　required　from　early　spring　to　budding，　and　the　result

were　obtained　with　some｛nterests　as　fo110ws：一

Experiment　I，

1．Materiaユs　and　methods．

　Two　years　old　saplings　of　two　cultivated　varietles（K｛n－so，　Kairyo・nezumi－

gaesh｛）were　used　in　the　experiment，　and　planted至n　the　nursery，　prepared　ln

the　basement－room，　in　Nov．10th　last　year，　and　of　course　it　was’SuitaPly

irrigated．

←
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　　　　　　　　The　teMperature　of　the　room　and　soil　were　observed　and　water　conterlts

　　　　　　（％）of　shoots　were．　measured　in　every　50r　10　days．　　．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「
”　　　　The　same　observations　aエ1d　the　same　measurements　performed　in　out－door

　　　　　　gard3ns．

　　　　　　II．　Results．

　　　　　　　　Temperatures　in　the　room　and　outdoor．

　　NQV．20

　　Nov．30

’　1）ec．10

　　　　　　20

　　　　　　30

　　Jzm，9
　　　　　　19

　　　　　　29

　　Feb，8
　　　　　　18

　　　　　　28

　　Mar．　5

　　　　　　10

　　　　　　15

　　　　　　20

　　　　　　25

　　　　　　30

in『 b≠唐?高??ｵ．エoom

1’OOM一七emp・

in　OU七吻cloor

A，10．

7，0

6．0

6。0

3．0

－1．0

－5，0

－2．0

－1．0

－1．5

輪2，0

0．0

3．0

4，0

6，5

4．0

5．0

7，0

Max，．

　　8，0

　　7，0

　　8．0

　　2，0

　　2．5

　　0．5

　　1，0

　　2．0

　　2，0

　　2．0

　　4，0

　　5．5

　10．5

　　8，5

　　7，5

　　9．0

Min，

　　3．0

　　1，0

　　0．0

　　－2．0

　－6．0

　’－6：1・0

　4．0

　－4．5

　　－4．0

　　－2，5

　－1，0

　－1．0

　　2．0

　　2．0

　　4、0

　　4，5

・・・・…n・…　r－・t・m・・S°福P°

　　A，10．

　　　　　　　7，0

　　　　　　　6。0

　　　　　　　5．0

　　　　　　　4，5

　　　　　　　2．5

°　　　　　0，5

　　　　　　　0．0

　　　　　　　0．0

　　　　　　　－1．0

　　　　　　　－1．0

　　　　　　　0，0

　　　　　　　0，5

　　　　　　　1，5

　　　　　　　4，0

　　　　　　　3．5

　　　　　　　4．5

　　　　　　　5．5

A．．10．　　　　　　　A．，10，

　　　　　－0．6　　　　　　　4．4

一6．3

　6．5

　4，5

　4，5

－20，9

－0，2

－5，1

－6i5

「L2，4

4，8

　3，1

・8．5

13．2

　4．5’

　3．5「

15．2

　　　　1，3

　　　　0．8

　　　　・0．5

　　　　－3．1

　　　　－5．4

　　　　齢3．8

　　　　4，1

　　　　・7，2

’　　－5，1

　　　　－2，7

　　　　－1，1

　　　　－0．5

　　　　－0．2

　　　　．0．1

　　　　」o，4

　　　　2，6

Water　contents（％）of　the　shoots，

NOv．20

Jan．10

Feb，17

Mar，5
　　　　10

　　　　15

　　　　20

　　　　25

in　baseinen七＿r60ユn

Kin－So

45．89

43，34

38．59

35．16

40，69

40．64

41，12

Kalryo－Nez．

44，50

43。17

35，92

33，46

38，88

39．03

40．37

in　ou七一doox　garclen

Kin－So　　　　　　　　Kaixyo一箇ez，

．・@　　　37．94

　　　　　　　　36，44

　　　　　　　　37，67

　　　　　　　　38．65

　　　　　　　　38．93

　　　　　　　　37，82

　　　　　　　　　　　一

　　　　　　　　　39，20

　　　　　　r　32，84

　　　　　　　　　35，43

　　　　　　　　　37，、60



22

　　　・　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　Exper㎞ent　I．r．

1．．Materials　and　methods．
The、apli。g、。f　th・・ulti・・t・d　vari・ty（K・i・y・：Nezumigaeshi）were　u・ed　in

thi，　experim，nt，。nd　each・・pli・g・f　th・m　i・pl…t・d　ill　th・p・t（h・ight・18

、m．　di。．25、m．）whi・h　m・d・by　g・1…ized　i・・n　p1・t…A・d　th・・they　we「e

treated　as　fQIIows：－

　　Experimental　　　　　　　　　　　Treatments　　　，　　　』　　　　　・
　　　　　marks。

　　　　AI，　A　II．　　　All　materials　were　preserved　in　15°C．　j，n　room．　　　　　　　’

　　　　B．　　　　　、　All　materials　were　preserved　in　25DC．　in　thermostat．

　　　　CI，CII。　Th・t・P・w・・ep…e・v・di・15℃・b・ゆ・…t・（P°ts）

　　　　　　　　　　　　　　　　　in．25°C，　by　thermostat，’

DI・DII・ ﾄ黙践翼「囎瀦麟謙「°°ts（P°ts）jn

　　　　E．　　　　　　、　　Placed　in・out－door・

　　II．　Results．

Theexperim・。tw・・b・g・n　i・M・・ch　10th，　a・d　b・dd！・g・t・・t・d　f・？m　B

（March　22。d）・t　1・t・・d　th・n　CI，　CII晦ch・30tb）丘・a1互y　AI，　AII（Apr111st）．

壷hen　the　shoQts　of　DI，　DII　vsiithered　and耳was　observed．ever　dormantly．

Th。　tim，、（d、y・）were　req・1・ed　f・・皿・t・rt　t・bqddi・g・S．f・11・w・・

　　　　B・一…、………13d4Y・．　D　I，　D　II・…S蜘t・withered・

　　　　CI，　C　II．…………21d・y・．　E…．……0リゴerv・d・e…d・・m・・tly・

　　　　AI，　A　IL…．………23days．

　　　　　　　　　　　　　　　　‘‘Thermal　constants”rεquired　to　Budding．

Eight　cu1仁i・・t・d…三・ti・・‘Y・m…k・－t・k…k・…d・th・・s・nd　five　yea「s

d、ta　ab。ut　them，　w・・e・・ed　f・・my…p・t・ti・…1．h・v・used　4DC・．as

th，・、，iti，。11。w　t。mperat・・e・f　g・・wth”whi・1・1・bt・i・・d　f・・m　p・・ceedlng

6xperiment．　The　results　are．as　next　tables．

　　　　　　　　　　　　‘‘Thermal　constants’，　from　early　spring　to　budding．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1926　　1927　　1928　　1929　　a930　，

Y。nra。。k。一七。k。，uke　397．9　360．8　446・2　455・4　467・5’『
D。七e－。1、、ald　　　412．3　360．8　蝿2　・455・4　447・1
1，hi．h，i　　　353，7・3・7．5　429・・　397・0　389・6
田。。。．w。，e　　　353．7　333．8　429．0　，397・0、、　419・4・
Sh婁＿。．u，hi　・4・2．3　352．・．475・4　455・4，蜘1
R。、。．皿i、h。h　　367．7　305，2　、411・6　372・4　367・8
Ki。，h。h－。ild　　322．3　277．・　　一　、329・6　346・2

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Thermal　constants．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（eveyy　peTi・ds・f七en　d咽

　　　　　　　　　　　　　　1926　　　　　　1927　　　　　　1928　　　　　　ユ929　　　　　　1930　　　　Average

M。，、1、11＿20ユ3．3　　－　14．3　14・4　33・5　15ユ
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　　　　　　　　21－31　　41．6　　　　　　　28，4　　　　　　　45，8　　　　　　　46．4　　　　　　　46．4　　　　　　　40，2

April　　．1－・10　66，1　　　　49．8　　　　92．7　　　　61．5　　　　67．2　　　　66．2

　　　　　　　　11－‘20　 99．6　　　　　99．8　　　　 114，2　　　　　81．5　　　　108．4　　　　100．7

　　　　　　　　21－20　98．9　　　、！45，8　　　　115．8　　　 ．、91．4　　　　109。5　　　　112．2

May　　　　　　1－10　158．9　　　　　　126．3　　　　　　154，0　　　　　　101．8　　　　　　136，8　　　　　　i35。4．

　　　　　　　11－20　　　　－一　　　　　　　　　一　　　　　　　　　一　　　　　　　174．6　　　　　　　　　　脚一　　　，　　　　　　一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Sumrnary　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

　　1，The　air・temperもture　is　the　only　determini．ng　factor　for　the　Budding・

time　of　the　mulberry　tree　in　the　spring．sealson，　and　soi1・temperature　is　not．

　　2．Mulberry　trees（cultivated，　Kin・soh，　Kairyoh－nezumlgaeshl，　etc．）should

be　commence　the　transpiration・stream　in　4．0°C，　of　the　air　temperature，

　　3．It　is　not　always　necessary　that　the　root・activities　of　mulberry　tree（for

instance　even　elongative　growth　of　it）must　accompanied　by　the　top　activjties．

　　4．If　the　temperature　of　the　soll，　which　support　the　tree，　is　above　O．0℃，

lt　should　not　prevent　fof　co㎜ence　of　transp1rati。n　stream　in　top，　which

is　preserved　about　near　4℃，（炬air　temperature（critical　bw　temperature　of

growth），

　　5．The　air　tempera七ure　is　mQre　fitted　to　the　theoretical　standard　to　the

calc．ulations　of‘‘thermal　constants”required　from　early　spring　to　budding，

than　the　soil　ternperature，　　　　　　　・

　　Th｛s　conc1．usion　was　obtained　frorn　the　results　of　computations　of　the‘‘ther－

mal　constants”　depending　ul）o鍛the　each　of　air　and　soil　ternperature，　because

we　can　obto，in　the　orderj，ng　values　on　the　years　and　varieties　with　the　former，

but　can　not　with　the　latter．

　　　　　　　　　Thermal　constants

（0．0℃．were　employed　as　the　basa1・temp．）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（f・’。m七he　soil一七emp．）　　　（fl’OM七he　air一七e叫．）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（O，3M，）

　　　　　　　　　　　　　　　1926　　　1927　　　1928　　　1929　　　　　　1926　　　1927　　　1928　　　1929

Yaコロ〔mn　a1〈a　　　　　　　　341，0　　　294・，4　　　354，1　　　371，0　　　　　　596，3　　　536，6　　　605，2　　　678，5

工）ate－aka　　　　　　　　　355，7　　　294，4　　　340，0　　　371，0　　　　　612，8　　　0「26，6　　　588，8　　　678，5

工Gbi－hei　　　　　　　297，9　　234，8　　340，0　　318，3　　　　5B9，2　　463，8　　588，8　　6ユ1，4

Tago－wase　　　　　297，9　　250，1　　354，1　　321，3　　　　539，2　　482，4　　605，2　　625，5

Shimanouchi　　　　30rr5，7　　279，7　　354，1　　371，0　　　　6ユ2，8　　516，3　　605，2　　678，5

Rosoh　　　　　　　　　　　312，1　　250，1　　940，0　　　343，9　　　　　560，9　　482，4　　　588，8　　641，7

Rosol1一ヱnishoh　　　　312，1　　2？4β　　　340，0　　295，9　　　　560，9　　463，8　　588，8　　580，9

Kinslluh－wild　　　　254，，2　　2q3，7　　　　－　　2讐8，6　　　　466，7　　4・2B，2　　　　－　　516，3

and　the　theoretjcal　lndorsements　were　obtained　from　mY　experiment．（EXp．　II．）

　　6．　It　seems　most　influential　to　the　“thermaI　consta，nts”　that　the　state　of

the　air　temperature　in　early　spring．

When　the　air　temperature　in　the　spring　rise3血ore　llastily　than　the　normal

year，　thejr　constant－values　should　become　smaller，　anαo算趣e　contrary　when
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it　rises　more　slowly，　they　become　larger．

7．We　could　not　find　correlations　between“thermal　constants”required

from　early　spring　to　budd｛ng　and　‘cminus　thermal　constants”．proceeding　to

it，　in　the　winter，｛n　my　cases・　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　．・
　　8．When　the　c‘average　air　temperature’，　in　each　ten　days　are　reached　tb

nea，　14・’C．　b。ddi。9。f　ea・ly…1・七ies　i・」・p・・（1・hth・i，　T・g・w・・e，・t・・）・h・II

b，g・n　t・b・d　i・th・1・・t。f・・xtf・11・wi・g　t・nd・y・i…uthM・n・hu・ia・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ApfjI　20th．1932．）、


